
一
「
明
治
時
代
文
範
」
文
學
士
岡
田
正
美
校
閲

（
大
日
本
圖
書
株
式
會
社
、
明
治
三
十
四
年
刊
、
定
價
金
六
拾
五
錢
、
四
三
八
頁
）

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
明
治
三
十
四
年
文
部
省
検
定
濟
の
師
範
學
校
國
語
科
用
敎
科
書
。
徳
富
猪
一
郎
の
文
章
、

「
寸
鐡
集
」
よ
り
十
八
篇
ほ
ど
收
録
せ
ら
る
る
こ
と
は
注
目
に
價
す
。
「
思
ふ
言
ふ
行
ふ
、
三
者
一
致
す
る
、
之
を
大
丈
夫

と
云
ふ
」
と
。

二
「
新
選
一
萬
句

全
」
今
井
柏
浦
編

（
博
文
館
、
明
治
四
十
一
年
刊
、
定
價
金
四
十
五
錢
、
五
一
〇
頁
）

古
書
價
格
五
百
五
十
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
年
。
同
じ
出
版
社
の
「
明
治
一
萬
句
」
の
續
編
。
編
者
の
今
井
柏
浦
曰

く
、
「
明
治
三
十
八
年
四
月
よ
り
四
十
年
六
月
に
至
る
最
近
三
年
間
の
太
陽
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
寶
船
、
日
本
、
國
民
其
他

の
新
聞
雜
誌
よ
り
編
者
が
嗜
好
に
任
せ
蒐
録
せ
し
約
二
十
萬
句
よ
り
更
に
英
を
拾
ひ
粹
を
抜
き
て
壹
萬
餘
句
を
精
選
し

た
る
も
の
な
り
」
と
。
子
規
先
生
（
明
治
三
十
五
年
歿
）
の
七
百
餘
句
を
含
む
。
「
雜
煮
食
ふ
て
よ
き
初
夢
を
忘
れ
け
り
」

な
ど
。

三
「
作
家
略
傳

評
釋
國
民
詩
集
」
前
陸
軍
敎
授
四
宮
憲
章
輯
釋

（
光
風
樓
、
明
治
四
十
二
年
刊
、
定
價
金
四
十
錢
、
上
卷
一
一
九
頁
、
中
卷
八
九
頁
、
下
卷
八
五
頁
）

古
書
價
格
千
圓
也
。
題
辭
は
芳
川
顯
正
伯
爵
。
自
序
に
曰
く
、
「
平
安
朝
よ
り
起
り
明
治
の
今
日
に
至
る
迄
の
作
家
を

拾
ひ
一
百
八
十
九
人
、
二
百
二
十
二
首
を
得
た
り
。
多
く
は
皆
國
家?

史
に
關
係
す
べ
き
人
格
を
有
す
る
の
作
家
に
し
て
、

即
亦
一
部
の
詩
史
た
る
を
失
は
ざ
ら
ん
と
す
」
と
。
冒
頭
に
配
置
せ
ら
る
る
は
菅
原
道
眞
の
「
九
月
十
三
夜
」
（
去
年
今

夜
侍
清
涼
）。

四
「
書
翰
文
講
話
及
文
範
」
芳
賀
矢
一
・
杉
谷
代
水
合
編

（
冨
山
房
、
大
正
十
一
年
三
十
八
版
、
定
價
金
貮
圓
六
拾
錢
、
前
篇
二
七
五
頁
、
作
文
便
覧
六
一
頁
、
後
篇
六
四
四
頁
）

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
天
金
。
初
版
は
大
正
五
年
。
購
入
す
る
は
數
囘
目
。
乃
木
希
典
の
寺
内
閣
下
あ
て
年
始
状
よ

り
、
「
新
年
の
御
慶
目
出
度
申
納
候
。
然
れ
ば
久
々
御
無
音
に
打
過
候
處
、
實
は
彈
丸
と
人
命
と
時
日
の
多
數
を
消
費
し

つ
ゝ
埒
明
き
不
申
候
爲
、
唯
々
苦
悶
慙
愧
の
外
無
之
候
。
漸
く
須
將
軍
も
、
根
氣
負
け
の
氣
味
に
て
開
城
致
し
く
れ
、
當

方
面
の
一
段
落
を
得
候
。
無
智
無
策
の
腕
力
戰
は
、
上
に
對
し
下
に
對
し
、
今
更
な
が
ら
恐
縮
千
萬
に
候
」
と
。

五
「
現
代
名
家

明
治
文
粋
」
玉
井
廣
平
編

（
富
田
文
陽
堂
、
大
正
二
年
刊
、
定
價
八
十
錢
、
四
〇
八
頁
）

古
書
價
格
二
千
圓
也
。
福
澤
諭
吉
「
國
法
の
貴
き
を
論
ず
」
（
政
府
は
國
民
の
名
代
に
て
國
民
の
思
ふ
所
に
從
ひ
事
を

爲
す
も
の
な
り
。）
よ
り
徳
富
蘆
花
の
「
少
將
軍
樣
へ
」（
良
平
は
輝
く
希
望
に
氣
も
輕
く
十
三
囘
目
に
津
輕
海
峡
を
渡
つ

て
旭
川
に
歸
つ
た
。）
ま
で
七
十
篇
を
收
録
す
。
題
字
は
前
文
部
大
臣
長
谷
部
純
孝
。

六
「
第
二
青
年
雄
辯
集
」

（
大
日
本
雄
辯
會
、
大
正
四
年
再
版
、
定
價
金
九
拾
錢
、
五
五
〇
頁
）

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。
た
と
へ
ば
、
一
高
學
生
奧
秋
雅
則
「
治
者
被
治
者
」
よ
り
、
「
嘗
て
新
渡
戸
先
生
が
私
達
に

law
-abiding

の
話
を
せ
ら
れ
た
時
、
か
か
る
例
を
談
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
が
米
國
か
ら
英
國
に
赴
か
れ
た
時
で
あ
る
、
或

夕
リ
バ
プ
ー
ル
の
市
街
を
散
歩
し
て
居
ら
れ
た
、
夕
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
各
工
場
よ
り
吐
き
出
す
所
の
職
工
は
、
恰

一

平
成
二
十
九
年
十
二
月
の
收
穫

土

屋

博



も
蜘
蛛
の
子
を
散
す
如
く
四
方
へ
散
亂
し
た
の
で
あ
る
。
（
以
下
略
）」
と
。

七
「
日
本
名
著
解
題
」
高
須
芳
次
郎
著

（
誠
文
堂
、
昭
和
三
年
刊
、
五
四
八
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
大
日
本
百
科
全
集
の
一
冊
。
序
よ
り
、
「
日
本
文
學
の
知
識
、
趣
味
を
普
及
す
る
に
は
、
先
づ

古
代
か
ら
明
治
に
至
る
迄
の
各
期
を
代
表
す
る
傑
作
、
佳
篇
に
關
し
、
そ
の
内
容
を
具
體
的
に
傳
へ
る
の
が
何
よ
り
捷
径

だ
と
思
ふ
。
さ
う
い
ふ
風
の
も
の
は
目
下
一
つ
も
見
當
ら
ぬ
の
で
、
私
は
第
一
に
こ
の
缺
點
を
補
ひ
た
い
と
考
へ
、
本
書

を
執
筆
し
た
」
と
。

八
「
現
代
語
譯

松
陰
・
象
山
名
著
集
」
日
本
思
想
研
究
會
編

（
先
進
社
、
昭
和
七
年
刊
、
定
價
三
圓
五
十
錢
、
四
九
三
頁
）

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
天
金
。

吉
田
松
陰
集
に
は
、
武
敎
講
録
、
囘
顧
録
、
野
山
文
稿
、
幽
室
文
稿
、
留
魂
録
、
坐
獄
日
録
、
水
陸
戰
略
、
文
武
兩
道

の
修
業
に
つ
い
て
の
上
書
、
政
體
論
、
死
生
の
悟
、
獄
中
よ
り
妹
に
與
ふ
る
の
書
、
訣
別
書
、
幽
囚
録
を
收
む
。
佐
久
間

象
山
集
の
ほ
か
に
、
淺
見
絅
齋
の
「
靖
獻
遺
言
」
を
含
む
。

九
「
日
本
外
史
新
釋
」
島
田
欽
一
著

（
有
精
堂
、
昭
和
十
五
年
八
版
、
定
價
金
貮
圓
参
拾
錢
、
六
二
七
頁
）

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
十
二
年
。
著
者
曰
く
、
「
山
陽
は
十
七
歳
の
時
日
本
外
史
の
著
述
を
思
ひ
立
つ
た

が
、
そ
れ
は
單
な
る
史
學
者
の
仕
事
と
し
て
思
ひ
立
つ
た
の
で
は
な
い
。
山
陽
は
武
家
政
治
の
我
が
國
體
に
反
す
る
事

を
痛
嘆
し
如
何
に
か
し
て
王
政
の
世
に
還
し
度
い
と
願
つ
た
。
そ
の
爲
に
は
一
般
の
人
士
に
我
が
國
體
を
明
か
に
知
ら

し
め
尊
王
倒
幕
の
思
想
を
振
起
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
又
そ
の
爲
に
は
國
史
を
叙
述
し
て
そ
の
思
想
を
鼓
吹
す
る
の

が
一
番
好
い
と
考
へ
た
。」
と
。

十
「
蘇
峰
文
庫

昭
和
十
五
年
下
卷
」
私
家
製

（
昭
和
十
五
年
後
半
に
新
聞
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
蘇
峰
關
聯
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
を
熱
烈
な
る
愛
讀
者
一
個
人
の
和
綴

製
本
し
た
る
他
に
無
き
逸
品
な
り
。）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
徳
富
蘇
峰
の
記
事
の
當
時
い
か
に
愛
讀
せ
ら
れ
た
る
か
を
示
す
証
左
と
な
る
ら
む
。

十
五
年
七
月
六
日
執
筆
の
記
事
よ
り
、
「
第
一
囘
世
界
大
戰
に
際
し
て
、
英
國
と
其
の
植
民
地
と
の
聯
絡
、
交
通
は
、

我
が
日
本
海
軍
に
よ
り
て
、
之
を
支
持
し
た
の
で
は
な
か
つ
た
乎
」
と
。

十
一
「
吉
田
松
陰
の
研
究
」
廣
瀬
豊
著

（
マ
ツ
ノ
書
店
、
平
成
元
年
復
刻
、
限
定
五
百
部
の
う
ち
第
二
七
三
番
、
定
價
一
萬
圓
、
本
文
七
二
五
頁
）

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
函
入
。
昭
和
十
八
年
版
（
昭
和
五
年
版
の
正
編
、
昭
和
七
年
版
の
續
編
を
大
幅
に
改
訂
加
筆
し

た
る
決
定
版
）
の
復
刻
。

著
者
は
明
治
十
五
年
生
れ
、
海
軍
兵
學
校
、
海
軍
大
學
卒
業
、
大
正
十
一
年
よ
り
三
年
間
東
京
帝
國
大
學
文
學
部
に
派

遣
せ
ら
れ
敎
育
學
専
攻
。
「
吉
田
松
陰
全
集
」
の
編
者
。
昭
和
三
十
五
年
歿
。

（
平
成
三
十
年
四
月
九
日
受
附
）二


